






19年度 本格始動 

地域包括支援センターたよりでの周知 

口コミで商店街・コンビニ・消防署等へ講

座の売込みを行う。 

キャラバン・メイト養成研修開催 

委託地域包括支援センター設

置（４箇所） 

徘徊高齢者の相談、発見のた

めの協力機関の必要性を感じ

る。 

20年度 保健センターとのコラボレーション 

自らサポーター養成講座開催企画 

企業からの依頼が数件でてきた 

講演会の開催 

小学生への実施 

スキルアップ教室開催 

医師会の発案で地域包括支援

センターと認知症ネットワー

ク連携部会を定期的開催。 

認知症徘徊 SOS 緊急ネットワ

ーク協力機関を集う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の  

地域包括支援センターの設置とともに始まった認知症サポーターであるが、これまで

に多数の人に受講してもらった。平成 20年度途中からアンケートをとるようになった。

「今後地域の高齢者を見守り、気になる高齢者が出たときに高齢福祉係または地域包括

支援センターに連絡していただけますか」という設問がある。約 2割の人が協力してく

れるという結果がある。そのこと事態、サポーターの役割でもあると思うが、今後この

サポーターをどう生かしていくかが課題となる。 

次に、サポーター養成講座の実施とともに医師会をはじめ介護保険事業者とのネット

ワーク作りも開始した。『認知症になっても可能な限り住み慣れた地域でなじみの人や

なじみの家で暮し続ける』という目的のために 

 

（１）認知症を理解し本人と家族を見守る応援者づくり。 

（２）その応援者も将来本人か家族が認知症になる可能性がある。そうなったとき、

早期受診・早期支援を受けることができるようになる。 

（３）その受け皿として次のことが今後求められる。各専門職の専門性を高めるとと

もに、専門職間のネットワークを作り上げる。 

 

サポーター養成講座については、今後小学生のみでなく中学生、高校生にも実施できる

  18 年度 19 年度 20 年度 21年度(予定) 計 

小学校 0 0 7 1 8 

講演会     1 1 2 

老人会 1 2 1 2 6 

保健センター     6   6 

包括支援センター     4 6 10 

企業主催   1 7 9 17 

ボランティア・サークル   4 1   5 

一般市民の希望     1   1 

キャラバン・メイト主催     1 1 2 

市職員   4 2   6 

民生委員・地区社協   1 1 1 3 

計 1 12 32 21 66 

─ 502 ─






